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 プラスチック製ますを駐車場等で車両通行等大きな荷重が働く場所で使用する場合は、荷重に応

じた鉄製の防護ふた等を使用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－３９ 防護ふたの例 

 

 便所からの排水管は、排水主管のますに鋭角的に合流するように接続し、必要に応じて段差を設

け主管側への汚物等の逆流を防止する。 

 

 

 

 

 

 

 

図３－４０ 便所から排水が直接流入するますの例 

 (3) 特殊ます   

ますの設置位置、排水の性状、その他の原因により、排水設備又は下水道の排除機能保持、

施設保全等に支障をきたすおそれのあるときは、特殊ますを設ける。 

  ① ドロップます、底部有孔ます 

上流、下流の排水管の落差が大きい場合は、ドロップます、底部有孔ますを使用する。な

お、地形等の関係で底部有孔ますが使用できない場合は、露出配管としてもよい。 

プラスチック製 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－４１ ドロップますの例 
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   鉄筋コンクリート製 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－４２ ドロップますの例 

 

鉄筋コンクリート製 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－４３ 底部有孔ますの例 

 

鉄筋コンクリート製 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－４４ 露出配管の例（底部有孔ますが使用できない場合） 

 

② トラップます    

悪臭防止のためには器具トラップの設置を原則とするが、次に該当する場合はトラップま

すを設置する。なお、便所からの排水管は、トラップますのトラップに接続してはならない。 
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ア 既設の衛生器具等にトラップの取付けが技術的に困難な場合。 

イ 食堂、生鮮食料品取扱所等において、残さ(渣)物が下水に混入し、排水設備又は公共下

水道に支障をきたすおそれがある場合。 

ウ 雨水排水系統のます又は開きょ部分からの臭気の発散を防止する場合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－４５ プラスチック製のトラップますの例と外観図 

                 

Ｔ形トラップます                   J 形トラップます 

トラップと汚水ますの併用型であり、浴場、       トラップと汚水ますの併用型であり、

流し場等の床排水の流出箇所に設置する。        Ｔ型と同様な箇所に設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２Ｌ形トラップます 

食堂等で残渣物が下水に混入し、排水設備や公共下水道に支障をきたすおそれがある場合、厨芥等

の阻集を目的に床排水の流出箇所に設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－４６ 鉄筋コンクリート製のトラップますの例 
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１Ｌ形トラップます 

合流式の雨水排水管の最下流端に設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－４７ １Ｌ形トラップますの例 

 

トラップますを設置する場合は、次の事項に注意する。 

ア トラップの口径は 75mm 以上、封水深は 5cm 以上 10cm 以下とする。 

イ トラップは、硬質塩化ビニル製、陶製等の堅固なものとし、肉厚は管類の規格に適合す

るものとする。 

ウ 二重のトラップとしてはならない。(器具トラップを有する排水管はトラップますのト

ラップ部に接続しない。) 

エ トラップを有する排水管の管路延長は、排水管の管径の 60 倍を超えてはならない。た

だし、排水管の清掃に支障のないときはこの限りでない。 

  ③ 掃除口 

排水管の点検清掃のために会合点や屈曲点にますを設置することが原則であるが、敷地利

用の関係上、これを設けることができないことがある。このような場合には、ますに代えて

掃除口を設ける。 

掃除口は、清掃用具が無理なく十分効果的に使用できる形と大きさとする。 

設置する場所によっては、重量物による破損又は清掃時の損傷が考えられるので、コンク

リートで適切な防護及び補強を講じる必要がある。ふたは、堅固で開閉が容易で臭気の漏れ

ない構造とした密閉式のものとする。 

掃除口は、使用する頻度が少ないため、所在を忘れがちとなるので、見やすい位置を選ぶ

か、又は適当な目印をつけておくことが望ましい。 

ア 掃除口の形状 

掃除口は、排水管の流れと反対方向又は直角方向に開口するよう 45°Ｙ、直管及び 45°

エルボを組み合わせ、垂直に対して 45°の角度で管頂より立ち上げる。垂直の部分を短く

して斜めの部分をできるだけながくする。管内の臭気が外部に漏れない構造とし、掃除用

具が無理なく使用できる形状寸法とする。 

掃除口の口径は、100mm 以上を標準とする。ただし、排水管の管径が 100mm 未満の場合

は、排水管と同一の口径としてもよい。 
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図３－４８ 掃除口の例（ます設置ができない場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－４９ トラップ付掃除口の例 

 

イ 会合点 

排水管に屋内からの排水管が会合する場合、その取り付けは水平に近い角度で合流させ

45°Ｙと 45°エルボを組み合わせて接合することを原則とする。排水管が深い場合は、掃

除口の取り付け部分で排水管を立て管とする。立て管の下部は 90°大曲りエルボを使用す

る。なお、２階以上の場合も同様とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－５０ 会合点にますが設置できない例 
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ウ 屈曲点 

排水管の屈曲点に掃除口を設置する場合は、汚水の逆流により汚物が堆積しない構造と

する。排水管が直角に流下方向を変える箇所では、図３－５１に示すように 30～60cm の

直管と 45°エルボ２本を用いて屈曲させ、屈曲始点より上流、約 30cm 付近に 45°Ｙによ

り掃除口を立ち上げる。この場合に掃除口は 1箇所とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－５１ 排水管の屈曲点で、ますが設置できない場合の掃除口と配管の例 

 

エ 中間点 

排水管の中間点に掃除口を設置する場合は、排水管の管路延長がその管径の 60 倍を超

えない範囲で管の清掃上適当な箇所とする。 

  ④ 分離ます 

固形物、油脂、土砂、その他排水機能を著しく妨げ、又は排水管等を損傷するおそれのあ

る物質を含む下水を公共下水道へ排水する場合は、下水道の使用者は阻集器を設けなければ

ならないが、下水道施設への負荷の軽減を必要とする場合、固形物、油脂、土砂等を分離す

るために分離ますを設ける例がある。この場合、除去物質の処分等について下水道の使用者

に負担が生ずることや、排水区域又は処理区域全域に設置しないと効果がないことから、維

持管理の具体策を明確にし、使用者の理解と協力を得る必要がある。 

また、分離ますは、し尿を含まない雑排水のますとして設置し、便所からの排水が分離ま

すに逆流しないように位置や高さを設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図３－５２ 分離ますの例 
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図３－５３ 分離ますの設置の例 

 

３ 設計図 

設計図は、位置図、平面図、配管立図、その他施工に必要な図面で構成する。 

(1) 位置図には、申請箇所、公道、私道の別、目的となる付近の建物、町名、番地を漏れなく記

入する。 

 

 

 

 

 

 

 

図３－５４ 位置図の例 

 

 (2) 設計図の記載数値の単位及び端数処理は、表３－８のとおりとする。 

表３－８ 設計図の記載数値 
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(3) 設計図に記入する記号の例を表３－９に示す。 

表３－９ 設計図の記号の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－45－ 

(4) 平面図の縮尺は、1/100 を標準とし、団地、ビル、工場等のように広大な敷地を有するも 

のについては、必要に応じてこれ以下としてもよい。 

平面図の記載方法の例を表３－１０に示す。ただし、配管立図を作成する場合は、図３－ 

５７に示すように簡潔に記載してもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－５５ 平面図（配管立図を省略した場合）の例 
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表３－１０ 平面図の記載方法の例 

 

 

 

 


